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第２章 計画策定の考え方 
 

１ 基本理念 

 

誰もが安心して暮らせる、 

ともに助け合い支え合うまちづくりを目指して 

 

地域福祉を充実させるには、市民が地域の中でお互いに助け合い、支え合っていくことが大

切です。そのためには、一人ひとりが、お互いを見守り、変化に気付き、必要な支援が届くよ

うに、地域の支援活動や行政の福祉サービスにつなげていく仕組みが必要です。 

座間市市政運営指針の政策２に掲げる「支え合い 思いやりに満ちた やすらぎのまち」を実

現するため、地域福祉計画（第三期）に引き続き「誰もが安心して暮らせる、ともに助け合い

支え合うまちづくりを目指して」を基本理念として、ともに助け合い、支え合う市民の皆さん

を積極的に支援し、地域福祉を推進していきます。 

 

 

 

 

  

座間市市政運営指針

政策 １ 笑顔あふれる 健やかなまち

政策 ２ 支え合い 思いやりに満ちた やすらぎのまち

政策 ３ 共に考え 共に歩む 安心のまち

政策 ４ のびやかに 豊かな心 はぐくむまち

政策 ５ 暮らし快適 魅力あるまち

政策 ６ きよらかな水 大切に守るまち

政策 ７ 地球にやさしい 活力あるまち

政策 ８ 未来志向 柔軟な発想 確かな行政経営

政策 ９ 市民起点 的確な判断と行動 信頼される行政運営

地域福祉計画

基本理念

誰もが安心して暮らせる、ともに助け合い

支え合うまちづくりを目指して
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・断らない相談 ・情報提供 

・福祉サービスの充実 ・危機管理の環境整備 

・新たな福祉課題への対応 

・自分自身による努力 ・家族での話し合い 

・生きがいづくり ・健康づくり 

・仲間づくり ・交流を深める 

・隣近所や友人、知人との助け合いや支え合い 

・民生委員児童委員活動 ・社会福祉協議会活動 

・自治会活動 ・ボランティア活動 

・新たな担い手の発掘 ・豊富な社会資源との連携 

基本的視点１ 

【自助・共助】 

顔が見える関係づくり 

気づける関係づくり 

基本的視点３ 

【公助】 

地域福祉の体制づくり 

断らない相談・個別支援 

基本的視点２ 

【共助を後押しする公助】 

気付きを支援につなぐ 

仕組みづくり 

見守り 団体支援・情報提供 

相談・情報提供 

個別支援 

つなげる 

相談 

２ 基本的視点 

基本理念の実現に向けて、次の三つの視点に立って計画を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本計画では「自助」「共助」「共助を後押しする公助」「公助」を次のように捉えています。 

「自助」：自分が主体となり、自身を大切にして尊厳を持ちながら生活を行うという心構えと行動 

「共助」：地域における人同士の支え合いや、地域組織、ボランティア、ＮＰＯ、社会福祉法人などに

よる支援 

「共助を後押しする公助」：地域組織、団体を支援することで市民相互の共助を後押しする、地域住民

と行政の協働による新しい福祉の在り方 

「公助」：一人ひとりに合った、保健、福祉、医療その他の関連する公的な個別の支援 

基本的視点３ 基本的視点１ 

基本的視点２ 
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３ 基本目標  

地域の多様な主体が「我が事」として参画し、世代や分野を超えて「丸ごと」つながること

で、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく地域共生社会の実現のた

め、基本理念・基本的視点を踏まえて、次の基本目標を掲げ、各施策を実施します。 

 

基本目標１ 市民相互が気付き合い、つながることができる仕組みづくり 

基本目標２ 地域福祉を支える体制づくり 

 

 

４ 施策の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

施策１- １ 地域組織、団体の支援 

施策１- ２ 団体間連携の強化 

施策１- ３ 見守り・早期発見の仕組み 

施策１- ４ 幅広い市民参加と継続的な参加の促進 

施策１- ５ 多様性の理解の促進 

施策１- ６ 地域の多様な主体同士の連携強化 

施策１- ７ 地域の枠組みを認識した取組 

施策１- ８ 地域の在り方に関する関係部署の合意形成 

施策１- ９ 社会福祉協議会に関する関係部署の合意形成 

施策１- 10 地域の中で地域住民が連携し支え合う仕組みづくり 

施策２- １ 対象を限定しない相談窓口の充実 

施策２- ２ 情報提供体制の充実 

施策２- ３ 防災・減災に向けた助け合いの仕組みづくり 

施策２- ４ 権利擁護の充実・成年後見制度の利用促進 

（座間市成年後見制度利用促進基本計画として位置付け） 

施策２- ５ 再犯防止の取組（座間市再犯防止推進計画として位置付け） 

施策２- ６ 防犯、安全のための連携強化 

基本目標１：市民相互が気付き合い、つながることができる仕組みづくり 

基本目標２：地域福祉を支える体制づくり 

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、 

と
も
に
助
け
合
い
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て 
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５ 指標 

基本理念に基づき掲げた基本目標を達成するため、次の指標（目標値）を設定します。 

 

(1) 地域福祉活動への参加率の向上を目指します。 

  市民アンケート 現在、地域福祉活動に参加していると回答した割合 

（％） 

平成２２年度 平成２６年度 令和元年度 令和７年度（目標値） 

３１．８ ２８．４ １７．９ ２０．０ 

 

 

(2) 地域への愛着度の向上を目指します。 

  市民アンケート 地域に愛着が大いにある、ある程度あると答えた割合 

（％） 

平成２２年度 平成２６年度 令和元年度 令和７年度（目標値） 

５８．０ ６３．１ ６３．４ ７０．０ 

 

※目標は計画終了年度である令和７年度と設定していますが、達成状況は、市民アンケートの実施

予定年度の令和６年度の数値を基に評価します。 

 

 

６ 計画の見直し・評価 

(1) 見直しについて 

計画期間の中間年度である令和５年度に、個別計画を取り巻く状況を確認します。ま

た、必要に応じて本計画の見直しを行います。 

 

(2) 評価について 

５年間の取組状況は、本計画の取組結果だけではなく、社会状況の変化や他の施策等の

影響も考慮して総合的に評価し、次期計画の策定に生かしていくものとします。 
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